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佃放揺動 糸. または重い磯子 糸の問題 は､ f竜子による異常現故 と して

知 られる｡ r増子は高塩 では局在 ス ピンとして近藤効果 を起 こすが､ 低温

では伝嬉増子 との混成 を通 して非 局在化 し､ その ときの有効斑岩は強 い亀

子相l旭のために極めて重 くなる｡ さらに低温 では､ フェル ミ絃体状態 にと

どま らすに､ なん らかの秩序状態 をとるものが多い｡ その中でもエネルギ

ーギャップ を伴って絶船体になると考 え られ ている CeNiSnと､ Tc～0.5K

で超は主蛙になる UPt3を中心 にtutRを用いた研究 を行った｡

】. ギャップ型価赦揺動系 CcNiSn

低温 でのエネルギーギャ ップの形成 は､Sm.yb化合物の価数揺動 系に見

られ るが､ その発現機構はよ くわ かっていない｡ CeNjSnはCe系 では珍 しく

エネルギー ギャ ップを持 つ ことが指摘 され､ この間盛 をCe系に まで広 げる

もの として注 目される｡ そ こで､ この物質におけるギャップの形成及び性

tlfを朗べた｡ その結鵜､ 非位性 であること､ Tlが約2OK以下 で息辺 に･J葺く

なることか ら約 14Kの唱 をもつエネルギーギャップの存在す ることが明 ら

かになったU 'ATに､ Tlの配だ依イT-･性 はギャップ内に低エネル ギー励 起のあ

ることを示 し､ ギャップが輿方的構造 を持つ可能性がある｡

2. 亜い屯子系超伝噂体 UPt･,

超伝導 での性資は異常 であ り､ これ までに先方的な超伝導 ギャップを持

づ ことがわかったが. クーパー対 の対称性はわかっていない｡ 最近､ 超伝

導の先考Lと盤 接 な関係があ ると思 われ る弱い反強砧性 (TN=5K)が中性子散

乱実験によ り報告され た｡ 更に､ Tc近傍 で比熱に二段転移が叔測 きれ複数

の超伝導相 の轟花が考 え られ てい ることなど､ 新 たな間盟 も加わった｡ こ

れ らの例題 をふ まえて常伝導及び超伝導相にお いて NMR測定 を行った｡ そ

して､ 常伝瞥相 ではナイ トシフ トが主 にスピン帯磁率による寄与による大

きな払 峻変化 を しめす こと､ 5Kl寸近 でナ イ トシフ トの温舷変化が急 に変わ

ることなど､ 上の問越への手がか りとなる結果が得 られ た｡
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